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は じ め に 
 
 令和２年度（2020年度）熊本県科学研究物展示会（以下、科学展）を、熊本県・熊本県教育委員会・

熊本日日新聞社・熊本県発明協会の主催及び熊本博物館・公益財団法人日本教育公務員弘済会熊本支部

の共催で、令和２年10月30日から11月４日まで熊本市植木文化センターにおいて開催いたしました。

科学展は、昭和12年２月に「第１回児童生徒創案品表彰展覧会」として初めて開催され、今回で80回

目を迎えました。これまでには戦時中の中断など、継続の危機もありましたが、その苦境を乗り越え、

本県における科学教育の振興と発展に寄与して参りました。これほど長い歴史を持つ全県下による科学

研究物の展示会は全国的にもまれであり、科学展は本県理科教育の柱ともいえる事業の一つとなってい

ます。 

 今年度は、新型コロナウイルス感染拡大により、かつて経験したことのないような状況になりました。

児童生徒の皆さんの学校生活はもとより、社会の在り方自体も見直さなければならない事態に直面しま

した。このような年に、記念すべき 80 回目としてこの科学展を開催していいのか随分と悩みました。

しかし、検討を重ねる中で、過去の科学展出品作品に子供たちのたくましい姿があることに気付きまし

た。それは、これまで科学展に取り組んできたたくさんの熊本県の児童生徒、先生方が、地震や風水害

などの大きな災害に直面したとき、目をそらすのではなく、事実をまっすぐ見つめ「科学する心」をも

って、困難にたくましく立ち向かってきた姿です。これまでの作品集が伝える科学する心をもった子供

たちの魂が、今年のような厳しい状況の中でも、さらに 80 回目の記念すべき年だからこそ、開催すべ

きだという決断をさせてくれたといっても過言ではありません。また、本県にとって、今年は新型コロ

ナウイルス感染拡大に加え、県南地方を中心とする豪雨災害にも見舞われ試練の年となりました。多く

の学校で夏休みが短縮される中であったにもかかわらず、３万人近くの児童生徒が科学研究に取り組み、

112点が現物として、79点が目録として出品されました。出品作品の中にはコロナ禍の生活に関する作

品や、豪雨災害に対して科学的に迫る作品や、身近な疑問に対して発想豊かに、そして粘り強く、その

謎を解き明かした作品がありました。これらの作品一つ一つから、これまでの 80 年の出品作品と同じ

ように、研究を進める中で困難を乗り越え、成長していく様子を見ることができました。主催者として

開催してよかったと心から嬉しく思っております。 

今回の作品が出来上がるまでには、家族、クラスの仲間、学校の先生など、多くの人の支えがあった

ことと思います。児童生徒の皆さんは、支えとなった周りの人たちに対する感謝の気持ちを忘れないで

いてほしいと思います。身の回りの自然や生活の場は、これからもたくさんの研究のきっかけや発見を

与えてくれます。これからも、皆さんが新しい科学研究にチャレンジしてくれることを願っています。 

 また、今年度は、科学展に加えて、金星探査のプロジェクトに取り組んでおられるＪＡＸＡ宇宙科学

研究所教授、佐藤毅彦氏によるオンライン特別講演会「佐藤毅彦のリモート宇宙教室＠くまもと」を開

催しました。最新の宇宙科学についてだけでなく、科学者の先生方の生い立ちに触れることができ、児

童生徒の皆さんにとって、科学研究に携わる大人の姿を感じ取るよい機会になったのではないでしょう

か。 

今回、御多用の中に審査に当たっていただきました皆様方、様々な配慮をしながら県出品に向けて県

内各地域の審査・展示会に御尽力いただきました研究協力校をはじめ関係者の皆様方、科学展会場とし

て調整や準備に当たっていただきました熊本市植木文化センターの皆様方には大変お世話になりまし

た。あわせまして、研究の過程で児童生徒を御指導されました先生方にも厚くお礼を申し上げます。 

ここに本年度の成果を「令和２年度（2020年度）私たちの科学研究」としてまとめました。是非、科

学教育の推進のために御活用いただき、今後とも本県科学教育の一層の発展に御尽力を賜りますようお

願いいたしまして、挨拶といたします。 

 

 令和３年（2021年）２月 

                   熊本県立教育センター所長 

 

  古 田 亮 
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賞            作品名 学校名 学年 研究者名 ページ

【小学校１年～４年の部】

県 かぶと虫の身体そく定と保ご色の研究 熊本市立川上小学校 3 上づま　行きや 10

委 流れる水のチカラ －パート２－ 錦町立一武小学校 4 黒木　理帆 11

セ 種が芽を出すひみつをさぐろう 合志市立西合志東小学校 4 山﨑　陸久途 12

博
白川の石ばねが果たす役割　～ぼくが考えた　白川に一番
適した設置案～

熊本大学教育学部附属小学校 4 中元　晃太朗 13

ジ パパとぼくのしもばしら力くらべ 合志市立西合志第一小学校 2 高村　洸希 14

ジ 草をからそう大さくせん２ 多良木町立黒肥地小学校柳野分校 2,1
げじま　そう太
なかむら　みゆう

15

ジ
ナメクジくんは、どこにすむのがすきなの？　～いろんな
えさでぼくの家と学校とでくらべてみたよ～

熊本市立出水小学校 3 塩田　そう 16

ジ タネはふしぎがいっぱい!! 嘉島町立嘉島西小学校 3 吉富　永利加 17

ジ
南阿蘇水源たんけん２　～季節によって水しつやかんきょ
うにどのような変化があるのだろうか～

八代市立宮地小学校 4,2
西岡　千さき
西岡　すみれ

18

ジ せみとぼくのぬけがらのひみつ 天草市立本渡東小学校 4 宮﨑　大夢 19

優 ゴーグルをとるとオレンジに見えるのはなぜ 熊本市立川尻小学校 2 うち田　はるひと 20

優 油よごれと石けん 御船町立小坂小学校 2 森下　陽登 21

優 しぼって、ほして、野さいの水分 氷川町立宮原小学校 3 こう西　みひろ 22

優 ぼくたち花岡山のたんけんたい 水俣市立袋小学校 3,1
猪口　かつたろう
いのくち　かつま

23

優 霜ができる日できない日 熊本市立北部東小学校 4,1
足立　友希
足立　航希

24

優 「ぼくの町の川・砂川」大調査！ 宇城市立小川小学校 4 垣原　昂寿 25

優 がんばれ　紙のはし 山鹿市立山鹿小学校 4,1
岩室　花歩
いわむろ　かずき

26

優 どちらのライトに虫が多く集まるのか 南阿蘇村立中松小学校 4 後藤　彰之介 27

優 わたしの体温 阿蘇市立一の宮小学校 4 須藤　陽花 28

優 メダカの産卵についての研究 御船町立高木小学校 4 柿本　みずき 29

優 調味料でぴかぴか実けん 御船町立小坂小学校 4 和田　旺征 30

【小学校５年・６年の部】

県 アイスケースはフタがないのになぜ冷える？ 菊陽町立菊陽中部小学校 5 一安　晄 32

委
カブトムシの研究　パート３　～カブトムシの子供は親に
似るのか～

菊池市立菊之池小学校 5 竹原　大翔 33

セ 冬の宝石～しもとしも柱～パート２ 山鹿市立鹿北小学校 5 中島　のあ 34

博 ７月大野に降った大雨　～流れる水のはたらき～ 芦北町立大野小学校 6 一谷　瑠那　ほか４名 35

ジ 魚（アジ）のミイラを作ってみよう！ 熊本市立白川小学校 5 山本　紗慧 36

ジ 僕のまわりの菌の研究 熊本市立白坪小学校 5 上田　龍太郎 37

ジ 地震で起こる液状化の不思議 熊本市立日吉小学校 5 内田　隆太 38

ジ コロナに負けるな換気大作戦 錦町立一武小学校 5 岡村　橙香 39

ジ カブトムシは不思議がいっぱい⑤ 熊本大学教育学部附属小学校 5 冨田　蒼 40

ジ おにぎりとパンの保存方法とカビの繁殖過程 熊本市立出水南小学校 6 木原　英理佳 41

ジ ダンゴムシは何が好き？パート６ 宇土市立宇土小学校 6 野崎　奨真 42

ジ
羽ばたきで飛びを科学する！　～パタパタ飛行機と鳥の飛
翔の関係～

合志市立合志南小学校 6 科学工作クラブ 43

ジ 「ジグモのなぞ？大発見!!」 菊陽町立武蔵ヶ丘小学校 6 城　心望 44

ジ 雲の研究　～雲が発達する仕組みを調べよう～ 人吉市立東間小学校 6
唐津　知弥　大瀨　欧介
坂口　湧進

45

目　次
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優
２０２０年　夏の空と気温の変化　～地球温暖化による影
響を考える～

熊本市立楡木小学校 5 宇治野　光 46

優 令和２年７月ごう雨災害はなぜ起きたのか 熊本市立健軍東小学校 5,3
黒田　奨喜
黒田　睦喜

47

優 メダカの秘密 阿蘇市立一の宮小学校 5 岩本　実乃里 48

優 走れ！！スーパーモーターカー 山都町立蘇陽南小学校 5
大野 直輝　坂本 晄悠
田中 はるとし

49

優 魚の骨徹底調査 八代市立代陽小学校 5 吉野　湊介 50

優 氷の凍り方・とけ方 水俣市立水俣第二小学校 5 園村　理穂 51

優 水の微生物大調査 天草市立牛深小学校 5 花田　凜太郎 52

優 肌の油分、水分調べ 熊本市立健軍小学校 6 城崎　優衣 53

優 テンセグリティができる条件 熊本市立高橋小学校 6
木戸　綾乃　迫田　結愛
田中　美幸　手嶋　実玖

54

優 白川の水質と生き物調査２０２０ 熊本市立帯山小学校 6 今村　葵子 55

優 長く飛ぶシャボン玉を作ろう 熊本市立託麻北小学校 6 中嶋　れみ 56

優 アサガオのつるの不思議 熊本市立帯山西小学校 6 小山　佳奈子 57

優 シャボン玉の研究 熊本市立託麻南小学校 6 上田　かれん 58

優 洗剤のタイプによる洗浄力のちがい 熊本市立山ノ内小学校 6 那須　優稀 59

優 保冷性と保温性が高いのは!? 宇土市立宇土小学校 6 堀田　舞衣 60

優 荒尾干潟に住む貝たち　パート２ 荒尾市立緑ケ丘小学校 6 才崎　陽菜 61

優 温泉の泉質とサビの研究 南小国町立りんどうヶ丘小学校 6 武田　宗一朗 62

優 土砂くずれはなぜ起こるのか 八代市立松高小学校 6
有田　侑翔　亀田　一希
草野　真斗　山下　祐心

63

優 太陽熱でエコエコゆで卵を作るぞ大作戦 山江村立山田小学校 6 永田　侑一郎 64

優 ウメボシイソギンチャクのひみつ 苓北町立志岐小学校 6 平井　凜 65

優 植物と二酸化炭素の関係 天草市立亀川小学校 6 宮﨑　芙美 66

優 アカハライモリ 天草市立亀川小学校 6,3
竹井　日輪
竹井　蒼円

67

【中学校の部】

県
細胞の効果的再生を目指して　～プラナリアの外部刺激に
対する反応～

合志市立西合志南中学校 1 小河　百合 69

委 植物の根が細胞分裂をする条件２ 宇城市立松橋中学校 3
山本　心羽　東　千明
西村　亜希子

70

セ 自然にやさしいプラスチックの製作Part.2 山鹿市立米野岳中学校 3
荒木　陽輝
古庄　彩乃

71

博 感染防止の対策は本当に効果があるのか？ 熊本市立西山中学校 1 佐々木　花 72

ジ 振り子に関する研究３題 熊本学園大学付属中学校 理科部物理班 73

ジ 即席電池で危機を乗りきる　～災害に備えて～ 阿蘇市立一の宮中学校 1 長尾　優輝 74

ジ やわらかさの秘密！ 熊本大学教育学部附属中学校 1 柳田　紗希 75

ジ シソの葉の色素について４ 県立八代中学校 1,2
日隈　志保　吉永　羽那
岩田　彩里　髙﨑　遥

76

ジ オジギソウの膨圧運動について３ 県立八代中学校 3,1
上村　光　田口　愛紗
 岡　さくら　古里　春日

77

ジ ダンゴムシの行動研究　～迷路を使っての検証～ 熊本学園大学付属中学校 理科部生物班 78

優 糸電話が教えてくれた音の世界
氷川町及び八代市中学校組合立氷
川中学校

1 井上  友愛 79

優 紫外線は避けるべきものか？　２ 大津町立大津北中学校 2 佐藤　優奈 80

優 分子間力の研究 天草市立本渡中学校 2
末永　柚夏　千原　快心
中原　和夏子　米村　きよら

81

優 木を燃やしたら、灰ってどれくらい出るの？ 熊本市立白川中学校 1
松下　天椛
松下　妃椛

82

優 生分解性プラスチックとは何だろう？ 熊本市立湖東中学校 1 田渕　千紘 83

優 ひんやりタオルの効果 水俣市立水俣第二中学校 1 田中　伶央名 84
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優 身近な草花を使って草木染めをやってみよう　～Part.2～ 山鹿市立米野岳中学校 2
星子　絢香　増田　心海
田尻　綾音　濵田　一咲

85

優 環境に優しいプラスチックを作る 湯前町立湯前中学校 2 椎葉　結菜 86

優 蒸留による液体の透明化 天草市立河浦中学校 3
倉田　玲美
藤本　結羽

87

優 校区の環境診断 美里町立中央中学校 1
有水　美里　國武　希歩
奈須　文香　猪﨑　毅之進

88

優 酵母菌を活性化させる研究 美里町立中央中学校 1
奥村　鈴蘭　森川　晴菜
園田　颯翔　西島　尚吾

89

優 肉眼で発見できる微生物の存在 山鹿市立米野岳中学校 1 服部　由奈 90

【高等学校の部】

県 放射相称であるウニ類の体に方向性があった 県立済々黌高等学校 1,2 済々黌高校生物部ウニ班 92

委 半球プリズムに映る像の謎を解明！　～屈折率の研究Ⅳ～ 県立宇土高等学校 科学部物理班 93

セ ジョロウグモの糸の間隔に規則性はあるか 県立済々黌高等学校 1,2 済々黌高校生物部クモ班 94

博 光マイクの研究Ⅱ　～音の“方向”を録れ！～ 県立熊本北高等学校 物理部 95

ジ 阿蘇黄土（リモナイト）を用いた水の脱色３ 県立高森高等学校 理科部 96

ジ 水の過冷却と脱出後の温度上昇について 県立八代工業高等学校 1,2
米岡　紗菜　水田　映莉香
海野　琴音　松本　沙樹

97

ジ 坪井川遊水地の鳥類相と出現地点 熊本中央高等学校 2,3 生物探求同好会 98

ジ アブラコウモリのナイトルーストの利用状況 県立東稜高等学校 2
東稜高校　生物部昆虫班　コウモ
リ研究

99

ジ 熊本における淡水産ヌマエビの共生生物 県立東稜高等学校 2 東稜高校  生物部エビ班 100

ジ 江津湖におけるプランクトンの生息状況 県立東稜高等学校 2 東稜高校  理数コース生物班 101

ジ
知らない現象（不知火現象）を科学する２　～浮島現象観
測などから不知火現象解明への挑戦～

県立宇土高等学校 科学部地学班２年１年 102

ジ
火星極冠の消長３　～ダストストームは大気を温めるのか
～

県立第一高等学校 2,1 地学部 103

優 静止摩擦係数に与える要因に迫る　～摩擦角による測定～ 県立阿蘇中央高等学校 2,1
中嶋　美結
穴見　日向

104

優 音響箱の研究 県立熊本北高等学校 1
物理部　佐藤　蓮　村上　将悟
前田　大翔

105

優 お湯で融ける合金を作る 県立宇土高等学校 科学部化学班 106

優 せっけんの作製　～コロナ禍の今だから～ 県立熊本工業高等学校 化学部 107

優 桑及び蚕沙の香気成分の抽出・定性分析 県立鹿本高等学校 2
德永　光
池田　怜亜

108

優 グルコース型燃料電池のゲル化による改良 県立大津高等学校 化学部　冨重　裕美　石田　梨乃 109

優 アイラトビカズラの成分分析 県立済々黌高等学校 化学部10名 110

優 外来生物・アカミミガメについて 県立宇土高等学校
科学部生物班２年　西村　圭司
ほか７名

111

優 マングローブとその周辺部に棲むヘナタリ類 県立熊本工業高等学校定時制 3,1
生物愛好会　小濵　采華
塩見　優佳　ほか６名

112

優
熊本西高校周辺のシジミの生態　～農業用水路にたくまし
く生きるシジミの実態～

県立熊本西高等学校 生物部 113

優
荒尾干潟におけるマイクロプラスチック分析　～カニの胃
袋から海洋プラスチックゴミ問題を考える～

県立岱志高等学校 3
理科部　塚嵜　歩美　原田　龍徳
秋富　謙吾　藤末　改

114

優 カワニナの生態　～なぜ先端が欠けているのか～ 県立大津高等学校 生物部 115

優
感染症予防のための手洗い検証　～手洗いはつづくよどこ
までも　手洗いしか勝たん！～

県立第二高等学校 生徒保健委員会 116

優 カヤノミカニモリの産卵と孵化に関する研究 県立天草拓心高等学校　マリン校舎 科学部 117

優 ヒオウギガイの貝殻の色の不思議に迫る 県立天草拓心高等学校　マリン校舎 生活科学部 118

優 東稜高校構内の鳥類 県立東稜高等学校 2 東稜高校　理数コース生物班 119

優 えっ、島が浮いてる！？　浮島現象の最適条件 県立宇土高等学校 2 浮島現象解明班 120

優 離岸流について　～モデル実験を通してみえたこと～ 県立熊本西高等学校 地学部 121

優
豪雨災害による土砂崩壊箇所の抽出　～地球観測衛星デー
タとGISソフトの活用～

県立第一高等学校 2,1 地学部 122
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【教職員の部】

委 学校丸ごと理科室プロジェクト 芦北町立大野小学校 渡邉　容子 124

熊
生徒のdevise能力を高める教材の工夫　～「水道水の流量
簡易カウンター製作を通じて」～

美里町立中央中学校 重田　英浩 125

良賞入賞者 127

令和２年度（２０２０年度）　熊本県科学研究物展示会（第８０回科学展）学校賞受賞校 130

令和２年度（２０２０年度）　熊本県科学研究物展示会（第８０回科学展）取組人数 131

令和２年度（２０２０年度）　第８０回科学展ポスター原画コンクール 133

（注）
県：熊本県知事賞 委：熊本県教育委員会賞 セ：熊本県立教育センター賞

博：熊本博物館賞 ジ：熊日ジュニア科学賞 熊：熊日賞 優：優賞
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審 査 講 評 

 

 

熊本大学大学院教育学研究 教授 渡邉重義 

 

 

 第 80 回熊本県科学研究物展示会の審査に携わった委員を代表して講評を行います。本年度は熊本

県内の小学生 19,759 名、中学生 8,088 名が科学研究に取り組み、地方審査で選ばれた小学校 1～4

年 21 件、小学校 5・6 年 36 件、中学校 22 件、高等学校 31 件と、教職員 2 件の合計 112 件が審査対

象になりました。今年は新型コロナウィルス感染症の影響で夏休み期間が短縮され、自宅待機や行

動制限もあったため、科学研究に取り組めた小・中学生の割合は例年の半分でした。しかし、出展

された科学研究は、例年と比べても遜色のないものばかりでした。記念すべき 80 回において、歴史

ある科学研究物展示会が途切れなかったことは、運営されているスタッフの先生方、研究を支えた

教員の皆様、保護者の皆様、そして、研究に取り組んだ児童生徒の熱意と努力の賜物ではないかと

思います。 

 理科教育の研究者であり実践家であった神戸伊三郎（1883-1963）は、問題解決の展開において、

「計画」（解決方法の工夫）を子供の科学的な精神が躍動する段階として重視しました。現在の理科

教育でも、これからの時代で必要になる力として「観察実験の立案」に注目が集まっています。「流

れる水のチカラ －パート２－」（小学４年生）の研究では、球磨川の豪雨災害と流れる水の働きを

関連付けながら調べるために、①川の形をシンプルに変化させたモデル実験、②本流と支流の流れ

込みのモデル実験、③被害のあった球磨川の形を模したモデル実験と、３つのモデル実験が段階的

に計画されていました。「アイスケースはふたがないのになぜ冷える」（小学５年生）では、上部が

開放されたアイスケースが冷える仕組みについて仮説を立てて、それを自作の実験装置で検証し、

その考察から実験装置を改して再び検証するという、問題解決のサイクルが見られました。「ジョロ

ウグモの糸の間隔に規則性はあるか」（高校生）では「研究方法」の記載の中に実験データとなるク

モの巣を得るための紆余曲折が表現されていて、科学研究における必要かつ適切なデータを得るこ

との大切さを読み取ることができました。観察実験では、データの質は重要ですが、仮説や推論の

確からしさを検証するためには、データの量も重要です。「植物の根が細胞分裂をする条件について

２」（中学３年生）では、細胞周期と時間の関係を調べるために３時間ごとに約 1,000 個の細胞を

24 時間分観察しています。たいへん根気と忍耐のいる研究です。 

 「アフター・コロナ」「ウィズ・コロナ」というキャッチフレーズが指し示すように、これからの

私たちの生活様式は変わっていくのかも知れません。熊本県科学研究物展示会も熊本地震、豪雨災

害、コロナ禍などで、研究テーマに影響が見られます。ICT の発達によって、今後の科学研究の方

法も変わってくるでしょう。しかし、児童生徒が自然の事物現象と対峙し、好奇心あふれる眼差し

で自然を見つめ、試行錯誤を繰り返しながら観察実験を行い、見つけたこと、確かめられたこと、

新たな不思議に心を震わせる、そんな科学研究の姿は、今も、昔も、将来も連綿と続いてもらいた

いと思います。また、来年、たくさんの児童生徒の「探究の物語」に出会えることを楽しみにして

います。 
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令和２年度（２０２０年度） 

熊本県科学研究物展示会（第８０回科学展）審査委員 
 
小学校の部 

審査委員長 熊本大学大学院教育学研究科教授        渡邉 重義 
 

 熊本市立長嶺小学校長             木村 和仁 

     （熊本県小学校教育研究会理科部会会長） 

 

熊本日日新聞社事業部長            福田 寿生 
 

 熊本博物館学芸員               清水 稔 
 
熊本県立教育センター指導主事         前田 理代 
 
熊本県立教育センター指導主事         江川 佳貴 

 
中・高等学校の部 

審査委員長 熊本県立大学環境共生学部准教授        小林 淳 
 

            熊本県立済々黌高等学校長           那須 髙久 

（熊本県高等学校理科教育研究協議会会長） 
  

            熊本市立天明中学校長             河瀬 清彦 

            （熊本県中学校教育研究会理科部会会長） 

   

  熊本県教育庁市町村教育局義務教育課指導主事  有田 啓二 

 
熊本県立教育センター主幹兼理科研修室長    松尾 和子 
 
熊本県立教育センター指導主事            大里 卓 
 
熊本県立教育センター指導主事         馬場 剛直 

 
教職員の部 

審査委員全員 
 

※ 審査日時  令和２年（２０２０年）１０月２８日（水）  
        午前１０時～午後０時３０分まで 

   審査場所  熊本市植木文化センター 
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一般公開 

審査会・一般公開・表彰式会場 
（熊本市植木文化センター）  
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作品名 学校名 学年 研究者名

【熊本市】

もっと知りたい糸電話 熊本市立泉ヶ丘小学校 3 後田　和希

くさりやすい食べ物をさぐれ！ 熊本市立力合小学校 4 畠村　允

ペットボトルランタンの明るさ比べ 熊本市立若葉小学校 4 荒木　唯央

アジサイの花は咲いた後でも色は変わるの？ 熊本市立河内小学校 4 下林　結

身近な物で草をからす 熊本市立豊田小学校 4 黒木　琉愛

ジャガイモが芽を出すひみつをさぐる 熊本市立田底小学校 4 田中　愛子

紙の強度を比べよう 熊本市立田迎小学校 5 平川　莉子

紙のおり方と強さを調べよう 熊本市立龍田小学校 5 坂本　遼都

「稲を育ててみよう！！」 熊本市立託麻西小学校 5 吉村　遙真

呼吸する土 熊本市立東町小学校 5 村枝　優

氷に塩を入れるヒミツ！！！ 熊本市立吉松小学校 5 倭　煌心

地球温暖化と二酸化炭素の性質を考える 熊本市立慶徳小学校 6 森　友凛乃

紙飛行機のよく飛ぶ条件を調べようパート２ 熊本市立一新小学校 6 福田　隼士

土のうの代わりになる物を探せ 熊本市立大江小学校 6 一ノ瀬　文紀

麺がのびるとはどういう事か？ＰＡＲＴ２！ 熊本市立清水小学校 6 林　莉乃

塩分濃度と浮力の研究 熊本市立城北小学校 6 川﨑　美里

薬の形状によって溶け方は違うのか 熊本市立西里小学校 6 金光　麗

声のかたちを見てみよう 熊本市立植木北中学校 2 海悦　実樹

今まで育てた昆虫の成長の研究 熊本市立錦ヶ丘中学校 1 井上　裕翔

フクロモモンガの進化過程における特殊化 熊本市立託麻中学校 3 汐田　光

【宇城】

わたしのまわりのやくにたつしょくぶつたち 宇城市立小川小学校 1 かきはら　ゆずか

水で変わる？ごはんの味 宇土市立宇土小学校 4 米村　鴻希

セミの生態調査Ⅱ 宇土市立宇土小学校 6 赤松　衛

麺は本当に伸びていた！！ 宇城市立小川中学校 1 米来　楓香

食品の着色料について調べよう 県立宇土中学校 1 西　麻希

発酵食品と微生物 宇城市立不知火中学校 1 西山　慶

【玉名】

アゲハの観察 玉名市立大野小学校 3 田上　遼

アンテナの形で変わる受信できる電波の強さ 荒尾市立平井小学校 5 石橋　惇晃

アリ日記 玉名市立大野小学校 5 徳山　瑛太

グリーンウォーター　生命の水 玉名市立大野小学校 5 濱崎　瑛汰

ゲルマニウムラジオとループアンテナの研究 荒尾市立荒尾第三中学校 1 石橋　正教

カタバミの観察 玉名市立玉陵中学校 1 平野　竜聖
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作品名 学校名 学年 研究者名

【山鹿市】

ありの大すきなたべものは、なあに？ 山鹿市立八幡小学校 1 ときお　りゅうせい

よくもどる「もどり車」をつくろう 山鹿市立菊鹿小学校 3 原口　結歌

ゴムゴムじゅうでまとあて大会 山鹿市立平小城小学校 3 ３年生４名

植物の色素による水よう液の性質の判別 山鹿市立三岳小学校 6 ６年生全員

酸素系漂白剤を使って酸素を取り出す方法 山鹿市立米野岳中学校 2
有働　莉玖　福山　結仁
森　大地　中川　聖翔

【菊池】

しおのふしぎ（ぱりぱりとしなしな） 菊陽町立武蔵ヶ丘北小学校 1 みつなが　きよみ

生ごみを土にかえそう 菊池市立菊池北小学校 2 新川　ちひろ

あさがおのけんきゅう 合志市立西合志南小学校 3 久末　悠誠

よう虫の変身をさぐれ！ 菊陽町立武蔵ヶ丘小学校 4 城　朱音

アサガオの色水実験 合志市立西合志東小学校 5 小河　杏子　おごう　らん

お湯の冷まし方の研究 合志市立合志南小学校 6 藤井　紬

家の換気を効率よくする方法とは 合志市立合志中学校 2 藤井　奏

足の甲と足の裏の秘密 大津町立大津中学校 2 西田　拡子

【阿蘇】

にじは、どうやってできるの？ 高森町立高森中央小学校 3 谷川　絢音

コケはおもしろい 阿蘇市立阿蘇小学校 4 井島　緋理　菊川　葉月

表面張力の性質 南阿蘇村立中松小学校 6 髙木　沙羅　松岡　心望

糸電話の聞こえ方選手権！！ 阿蘇市立阿蘇中学校 2 藥内　環　井　優羽

ミクロの世界をのぞいてみた！！ 阿蘇市立一の宮中学校 1 林田　つぼみ

【上益城】

食べ物電池を作ろう 益城町立津森小学校 5 松本　千佳

運動後の脈の様子を調べよう 益城町立津森小学校 6 奥村　色羽

自作スピーカーの性能調べ 御船町立御船中学校 2 緒方　満都

さまざまな液体で凍結を比較観察 益城町立益城中学校 2 藤本　拓優

次亜塩素酸水の安全性 御船町立御船中学校 2 和田　美和

【八代】

アゲハちょうの大へんしん 八代市立太田郷小学校 2 平田　和之

アメンボすごいね 八代市立太田郷小学校 2 石田　萌々椛

芽が出るのはどーれだ 八代市立高田小学校 3 平松　莉子

液体冷凍大実験 八代市立鏡小学校 5 髙田　佳輝

打ち水の研究 氷川町立竜北西部小学校 6 濵田　智聡

乾麺の耐久性研究　～横と縦・比例と反比例
～

県立八代中学校 2 瀨髙　望　米田　彩乃

イグサの構造とはたらきの解明２ 県立八代中学校 2
春野　薫子　片山　莉彩
中村　美由姫  野元　優音
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作品名 学校名 学年 研究者名

【芦北】

こん虫、すごいぞ　in　大野 芦北町立大野小学校 3 一原　公一郎　ほか７名

物の落ちる速さについての研究 水俣市立水俣第二小学校 4 諫山　百花

地震の液状化現象について 水俣市立水俣第二小学校 6 橋本　惇伸

紫外線と暑さから肌を守れ！！　～より快適
に日焼けを防ぐには～

水俣市立水俣第二中学校 2 青山　知世

【球磨】

ゴムの力で動く車の研究 相良村立相良南小学校 3 中西　万菜美

とじこめた空気のひみつ 山江村立山田小学校 4
繁冨　汀　谷川　那月
農蘓　綺望

金魚を増やそう 多良木町立多良木小学校 5 稲葉　愛咲

コロナに負けるな大作戦！ 人吉市立人吉東小学校 5 山口　聡斗　山口　悠斗

水の力の研究 相良村立相良南小学校 6 中西　智理

色の変化による光合成の確認　～なすやブド
ウの色素を使って～

湯前町立湯前中学校 1 野口　蓮夏

【天草】

カブトムシって、本当に力持ち？ 天草市立新和小学校 3 松本 瑛誠

インクのひみつをさぐれ！ 天草市立本渡北小学校 4 櫻井 萌香

どうなる野菜の水分 天草市立牛深小学校 4 髙尾　光

リンゴの変色を防ぐ大研究　～追究編～ 天草市立本渡南小学校 6 岡野　心和　岡野　心知

ムラサキキャベツの謎をさぐる 天草市立本町小学校 6 岩﨑　ことは

化学電池の研究 天草市立河浦中学校 3 柿本　賢佑　石田　蒼人

紫外線による殺菌の研究 天草市立河浦中学校 3 山里　椿華
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入賞回数 小学校 中学校 高等学校

60回 天草市立亀川小学校

55回 宇土市立宇土小学校 宇城市立松橋中学校

40回 山鹿市立平小城小学校 あさぎり町立あさぎり中学校

御船町立御船中学校

八代市立第二中学校

熊本市立杉上小学校 氷川町及び八代市中学校組合立
氷川中学校

山鹿市立鹿北小学校

八代市立代陽小学校

芦北町立大野小学校

熊本市立一新小学校

熊本市立川尻小学校

氷川町立宮原小学校

相良村立相良南小学校

山江村立山田小学校

天草市立牛深小学校

宇城市立小川小学校 熊本市立託麻中学校

菊陽町立武蔵ヶ丘中学校

南小国町立りんどうヶ丘小学校 湯前町立湯前中学校

天草市立栖本中学校

５回 熊本市立高橋小学校 上天草市立姫戸中学校 県立天草拓心高等学校

15回

10回

小学校１６校、中学校１０校、高校１校　合計２７校

令和２年度（２０２０年度）　熊本県科学研究物展示会（第８０回科学展）

20回

25回

学 校 賞 受 賞 校

35回
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１　科学展取組人数

　(1) 小学校・義務教育学校（国立、私立は除く）

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年 第５学年 第６学年 合 計

430 404 2,644 3,837 6,386 6,058 19,759

832 5,501 8,293 12,559 12,510 40,820

児童数 96,308 取組率 20.5%

　(2) 中学校・義務教育学校（国立、私立は除く）

物理 化学 生物 地学 合 計

1,551 3,315 2,301 921 8,088

4,431 8,706 4,498 1,853 19,488

生徒数 45,511 取組率 17.8%

２　高等学校出品点数（点）

物 理 4

化 学 7

生 物 15

地 学 5

合  計 31

３　教職員出品点数（点）

合  計 2

※取組率は児童数・生徒数に対する取組人数の百分率〔%〕

令和２年度（２０２０年度）　熊本県科学研究物展示会（第８０回科学展）取組人数
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表彰式  
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第８０回科学展ポスター原画コンクール  

（１）最優秀賞 

        

 県立第二高等学校 

 ２年 西﨑 澪 

 題名「発見＋発展＝科学！！！」 

 

（２）優秀賞 

    

 熊本市立出水小学校    玉名市立築山小学校     県立大津高等学校     

 ５年 松隈 舜生      ４年 木下 心玖      ３年 白石 元郁       

 題名「ネバーギブアップ   題名「毎日見つけよう    題名「ひらめきの科学」   

      未来への挑戦」          たんけんたい」  

第８０回科学展ポスター 
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令和２年度（２０２０年度） 

私たちの科学研究 

熊本県科学研究物展示会（第８０回科学展）入賞作品集 
 

令和３年（２０２１年）３月発行 
 

熊本県立教育センター 

〒861-0543 

熊本県山鹿市小原 

TEL 0968-44-6611 

FAX 0968-44-6495 
 

https://www.higo.ed.jp/center/ 
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